
 

区では、区政への区民参加の仕組みづくりを進めています。その取組の一つとして、身近な行政課題について、 

区長と区民が直接意見交換をする区政を話し合う会「聴っくオフ・ミーティング」を開催しています。 

令和 6 年 5 月 25 日は、「多文化共生ってなに？」～外国人から見る杉並を話し合おう～をテーマに、公募と無

作為抽出した 2000 名の区民の中から参加していただいた 39 名の方と話し合いました。 
 

区長から           区長になる前、約 18 年間海外に住んでいました。当初は友達もいなくて、言葉

もあまり話せませんでしたが、子育てをしながらキャリアを中断することなく仕事

を続けることができました。住んでいた国には、多様な文化のバックグラウンドの

人々を包摂するという社会的な合意があり、私のように外国人で、子育て中の女性

でも活躍できました。住み始めて５年後には参政権も得られ、国籍はなくとも自分

が住む国の地方政治に初めて投票できた時、社会から歓迎されていると感じまし

た。多様性社会はすでに存在しています。多様な人たちが活躍できる社会は、個人

にとって重要なだけでなく、その社会の強さだと思います。杉並区ではこうした人

権を大切にする社会を醸成していくことを、総合計画、実行計画の中にしっかり施

策として位置づけました。本日は多文化共生について、区民の皆さんから直接お話

を聞ける貴重な機会です、どうぞよろしくお願いします。 
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～外国人から見る杉並を話し合おう！～ 

 

令和 6 年５月２5 日開催 

 

日本語教育実践家 嶋田氏による講話 

今日は、「現場から『多文化共生』を考える～活気ある地域

社会をつくるために」をテーマに三つのお話をします。一つ目

は、「事例から多文化共生を考える」です。日本語力に課題が

あり、小学校に入る時に「普通学級は無理」と言われた T 君

でしたが、地域ボランティアの方々からの支えもあり、みるみ

る頭角を現して、今では秋田県庁に就職することができまし

た。環境が人を作るのです。二つ目は、「外国人にとっての 3

つの壁とは？」です。3 つの壁とは「こころ・ことば・制度」

です。この壁を取り除いた社会は、誰にとっても住みやすい社

会になると思います。三つ目は、「今できることから始める」

です。文科省の調査では、2012 年に 33,184 人だった公立

学校における日本語指導が必要な児童生徒の数は、10 年後の

2022 年には 58,353 人となり 1.8 倍まで増えています。

2024 年の今日はさらに増えていると思います。「子どもの課

題」は、待ったなしです。 

多文化共生の原点となるのは、外国 

から来た人も「自分たちと一緒に社会 

を作っていく仲間なのだ」という考え 

を私たちが意識の根底に置くことです。 

そして、もう一歩踏み込めば、外国人 

に限らず、誰もが異なる価値観を持っ 

て生きられる社会、誰もが自分らしくいきいきと生きられる

社会こそが、多文化共生社会ではいかと思います。 

担当課からの説明 

厚生労働省が発表した「将来推計人口」によると、

2070 年には、日本の総人口は 30％減の 8700

万人に落ち込む一方で、外国人は大きく増加し、10

人に 1 人が外国人となる時 

代がやってきます。 

杉並区においても外国人が 

増えており､2024 年の 1 月 

の段階では過去最高を記録し､ 

1 万 9178 人となるなど、 

10 年前の 1.7 倍となっています。 

総務省は、多文化共生を「国籍や民族などの異な

る人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な

関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として

共に生きていくこと」と定義しています。ダイバー

シティが、性別や障害等も含んだより広い概念であ

ることに対して、多文化共生は、その中でも国籍や

民族、文化に焦点を当てています。 

杉並区はこれから多文化共生の実現に向け取り

組んでいきますが、その柱となるのが、拠点の整備、

日本語教育の推進、情報の発信と受信の強化です。

こうした取組を通して、人権が尊重され、誰もが活

躍し、いきいきと暮らせる杉並の実現を目指してい

きます。 

 

「多文化共生ってなに？」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体トークでは半円状の車座になり、参加者が一人ずつ自分の意

見を発表しました。以下は全体トークで出た主な意見です。 

●参加者🎤 外国人が日本で困ったときに、それを解決する情報

をどこでどのように収集すればよいのか、知りたい情報が必ずあ

る場所を設けることが重要。 

●参加者🎤 社会は個の集まりだという意識を持つこと。外国人

のみならず、人は自分と異なって当たり前だというマインドから、

人を尊重する気持ちが生まれる。そうした経験や教育を、学校に

限らず住民も考える場が必要。 

●参加者🎤 外国人の視点からすると、こうして欲しいというの

は多くあるが、外国人も相手が 1 歩踏み出せば、こちらは 10 歩

踏み出すべき。自分から踏み出せば、その地域に根付いて交流が

できる。 

●参加者🎤 仲良くなるには食事の場が良い。例えば「ダイバー

シティダイニング」という横の繋がりができる場をつくりたい。

その効果は、食事を共にしながら友達ができること。日本で住む

上での安心感も得られ、ダイニングへ行くことが楽しみになる。

身についた日本語を生かし、試す場にもなる。 

●参加者🎤 日本に住んで１２年、今も日本語は上手でないが、

最初は「こんにちは」しかできなくて大変だった。90 年代は、駅

の看板なども全部日本語で、インターネットもなかった。その頃

に比べると外国人にフレンドリーになっていると感じる。今日の

ミーティングはすごくよいアイデアで、価値あるチャレンジだと

思う。 

●参加者🎤 子どもにも小さな頃から、多文化への理解や、すべ

て人間は同じだという教育をしたい。 

●参加者🎤 私のアイデアは交流（出会い）の場をつ

くること。外国人と日本人だけでなく外国人同士が出会

う場もとても大事。日本語がわからない時にも、言葉が通

じる友達ができれば、お互いに助け合えて、暮らしやすく

なる。 

●参加者🎤 芸術やスポーツや食文化などを通して、言葉をこえ、

お互いが心を通わせ、日本語を習得し、多文化を受け入れる社会

をつくりたいので、本日のような場をもっとつくってほしい。 

●参加者🎤 各学校に一人、国語や算数の先生と同じように、日

本語の先生を配置してほしい。その先生たちが他の日本人の先生

たちとチームになって教育すれば、同じ学校内で外国人の子ども

がいても特別なことでなく、普通に日本語と日本の勉強ができる。 

●参加者🎤 ある講演会で、最後にインターナショナルスクール

の生徒たちの生き生きとしたダンスを見て、こういう交流の場が

あれば異文化は分かち合えると思った。そうした交流の場が増え

ていくとよい。 

●参加者🎤 民族や文化的な違いを認め合い、言葉の壁をみんな

でこえていきたい。一方で、無意識の偏見が常に自分たちの中に

あることを意識することも重要。偏見から来る

トラブルや差別をなくし、認め合っていくこと

が大事。 

●参加者🎤 机上の知識のみではなく、体験型

の教育が大事。交流の機会を増やすことがお互

いを知る時間になる。文化的な違いを認め合う

前に、文化的な違いを知ることも大事。 

●参加者🎤 当事者を孤立させない仕組みを

つくる。外国人が何か困ったときに、そこに駆け

込めば、言葉が通じて助けてもらえるというシ

ステムをつくれば孤立しない。 

 

 

●参加者🎤 文化的な違いを認め合い、杉並で共に生

きていくために必要なのは、日本人や、杉並区民とい

った私達のアイデンティティの壁をこえること。 

●参加者🎤 日本語が分からないことが一番の壁。地域

やイベントなど、日本人との様々な交流の機会を設けて友達をつ

くることが大切。 

●参加者🎤 昨年日本に来たばかりで、いろいろなことが分から

ない。友達はみんな台湾人。もっと日本や杉並区のことが知りた

いので、交流するグループやイベントがあれば参加したい。 

●参加者🎤 外国人はどこに行けば何の情報があるかがわから

ない。SNS で多くの人に発信したり、漢字は難しいのでやさしい

日本語や振り仮名を振る。また、イラストや写真などで情報を届

けることも大事。 

●参加者🎤 防災訓練で外国人を見たことがないので、ぜひ呼び

込みたい。日本は高齢化しており、町会でも若い外国人の労働力

がほしい。まずはお祭りに参加してもらえれば。 

●参加者🎤 ベトナム出身です。外国人も初めて日本に来たとき

は、勉強しなければならないことがたくさんあるが、日本の文化

に慣れたら、日本にいろいろ貢献できる。日本が

好きなベトナム人がたくさん来日しているので、

ベトナム人ももっと杉並区のことを知って、区に

貢献できるとよい。 

●参加者🎤 漢字を読めない外国人にとって、読

み方が分からないと言葉の意味を調べるのが大変

なので、すべての漢字に振り仮名があればとても

助かる。 

●参加者🎤 日本語が上手く話せない人や、日本

語より英語のほうが得意な人たちと、自分は時間

をかけて接してきたのかを考えた。違いを認め合

うことは、時間や手間をかけることだと思うので、

もっと積極的にコミュニケーションコストをかけ

たい。 

●参加者🎤 病院で言葉が通じなくて困った。大きな病院には

外国人のために通訳者がいるとよい。 

●参加者🎤 将来１０人に１人が外国人になれば、子どものク

ラスメイトに外国人がいることが当たり前になる。どう一緒に過

ごしていけばよいのか、まだ子供たちに伝えられる情報がないの

で、知識や意識の持ち方など、外国人と共存していくためのスキ

ルを身につけたい。 

●参加者🎤 誰に聞いたらいいかわからず、情報を取りに行く

方法も、そこに情報があることも知らない人が多い。誰もが情報

にリーチできる方法を考えることが大切。 

●参加者🎤 文化の違いや暮らしのことなど、ネットで時間を決

めて英語などの外国語で質問を受け付ける仕組みがあれば、ちょ

っとしたことも解決でき、質問からどんな課題があるかもわかる。 

●参加者🎤 ウクライナから避難民として母と来日しました。自

分は日本文化に興味があり、勉強して日本語が少し分かるが、母

は日本語が分からず、店に行っても何も買えなかった。しかし、

区の交流協会で母も日本語の勉強を始めて、仕事を見つけること

ができました。母と私を助けてもらい、とてもありがたいです。 

●参加者🎤 同じ地域に住む住民として共感が持てるよう、一つ

のテーマのもと具体的な共同作業ができるとよい。例えばアート

であれば作品や映像を作るなど。文化や考えの違い、言葉の壁で

衝突しながらも、作り上げていくプロセスを共有し、イベントや

スポーツなど、準備から一緒にできたらよい。 

◀◀◀第１回 10:00～12:30  第２回 14:00～16:30 ▶▶▶ 
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区長の感想 

この社会は個でできています。外国人・日本人というだけでなく、様々

な個性が存在しているところから始まり、それらのダイバーシティをつな

げ、理解していくということが、誰もが無意識に持っている偏見を意識す

ることになります。多文化共生においては、特にマジョリティ（多数派）

がそのことを意識することが大切です。 

本日は、皆さんから様々な意見やアイデアを出していただき、これから

区が多文化共生の方針をつくっていくための大きなヒントと力をいただき

ました。多文化共生は、地域社会の中で外国人の方も含めたコミュニティ

の皆さんと共につくっていくものですので、これからも皆さんと一緒に進

んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

  

杉並区が目指す多文化共生の推進は、皆さんの行動変容で、新しい社会や価値観を創造

していき、人権が尊重され 誰もが活躍し いきいきと暮らせる杉並を実現していくこと

です。今回のミーティングでは、この実現に向けて、区はこれからどんなことに取り組ん

でいけば良いのか、その方向性を示す貴重なご意見を伺うことができました。 

地域との繋がりがないと、相談する相手が居なくて孤立してしまうこと。言葉の壁では、

私たち一人ひとりが、相手のことを思い、優しい心で、易しい言葉で伝えていくことが必

要なこと。情報を発信する際には、発信する側と受け取る側がうまくかみ合わないと伝わ

らないこと。また、多くの方が、まずはお互いを知るために交流の場を望んでいることも

分かりました。「こころ」「ことば」「制度」の３つの壁を乗り越えていくため、私たち一人

ひとりの想いを積み重ねていき、「外国から来た」ということが「地方から東京に出てき

た」と同じように話せる、「やさしい杉並」を目指して、今後も皆さんと一緒に多文化共生

を推進していきたいと思います。 

多文化共生の担当課から 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

自治体のトップと話せてよかった

区長の話が分かりやすかった

杉並に興味が持てるようになった

意見・要望を区長に伝えられてよかった

機会があったらまた参加してみたい

懇談会に参加した感想 (複数回答有） 第１回 第２回


